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医の基本は望・聞・問・切！

東洋医学における診察は、身体の
表面上の状態を見る「望」、患者が
発する音や臭いを判断する「聞」、
患者に症状などを詳しく質問する
「問」、患者の体に直接ふれる「切」
という4つの方法を基本とします。本書
は、痘瘡（とうそう、天然痘）に
かかった人の唇と舌の特徴を図で表し
たもので、病気の進度を判断するのに
使われていたと考えられます。

Lip and Tongue Figures
Oriental medical examinations are carried 

out in four primary ways: namely checking the 
body with sight, touch, sound and smell, and 
asking patients about symptoms. This book 
illustrates symptoms which appear on the lip 
and tongue of patients with smallpox. The book 
is said to have been used in order to judge the 
progress of the disease. 
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Museum note

☆カラフルな唇
と舌！なぜ？？
⇒昔から世界中
で人類が闘って
きた病気、痘瘡
（とうそう）の症
状が唇と舌にで
たもの。病気の
進度を判断でき
ます。

ちなみに今では
ワクチンで痘瘡
を予防できるよ！

☆いったいいくつ
の唇舌図が載っ
ているの？
⇒唇は４２図、
舌は１９図です。

☆お医者さんの
四つの基本！

①望
体の状態を見る

②聞
患者さんが発す
る音や臭いを判
断する

③問
患者さんに症状
を質問する

④切
患者さんの体に
触れる（脈拍を
はかる等）

□

の
中
に
は
、色
を
あ
ら
わ
す
漢
字
が
入
り
ま
す
。

書
き
こ
ん
で
み
よ
う
！
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